
開催日：令和元年6月3日（月）

場所：生野区役所5階　502・503会議室

発言者 ご提言（要約） 区の考え方、対応（要約）

川上委員
地域の匠ともっと連携して何かイベントなど
を開催して活性化することが必要ではない
か。チラシ等で宣伝願いたい。

基本は生野工業高校の生徒を対象にしている。
以前、アンケートにおいて、生野区のものづくりを
知らなかったという意見があったため、実際に体
験し興味を持ってもらう予定だったが、ハロー
ワークが開催するイベントと重なったため、結果、
目標達成には至らなかった。今年度はやり方を見
直すとともに、積極的にＰＲしていく。

川上委員
事前のＰＲが行き届いていなかったと思う。
また生野工業高校に限定せずに、広い観点
からＰＲを行っていけばいいと思う。

亀田委員

インターンシップの募集前に、ものづくり百景
のパネルを生野区工業高校の廊下に並べる
などし、この中から選べるというかたちをとる
のもひとつの手である。

亀田委員

仮に100人がインターンシップしたとして、うち
１人でも就職する人がいたらよい。評価項目
の中で地元での就労を重点に置いた方がよ
いのではないか。

山本委員

インターンシップは就職しようとして参加して
いるのか、こういう企業があるということで参
加しているのか。就職するために参加するの
であれば、企業側として雇い入れが可能な
のか。どうすればインターンシップに参加す
る人を増やすことができるのかを考えるべき
である。

山本委員

日本の伝統的な文化、ものづくりは、別に日
本人でなくても、外国人も一生懸命やってい
る。また工業高等学校でなくても、普通科の
高校でも何でもいいと思う。工業高等学校以
外にも周知することで、もしかしたら大学に
行こうと思ったが、こっちの方がいいという人
も出てくるかもしれない。紹介する学校をもっ
と広めれば参加する人も増えるのではない
か。

―

伊藤委員

これまでに掲載しているものづくり企業の中
で辞退された会社はないのか。桃谷ロイター
を作成している中でも、次号で掲載する予定
であった会社が先月廃業したことから、もの
づくり百景ではどのような状況なのか伺いた
い。

現時点で廃業は２社あるが、廃業されても中身は
見ていただくことは可能である。

令和元年度生野区区政会議（第1回まちの未来部会）
　　いただいた主なご意見等（要約）と区の考え方、対応

協力いただける企業となるため、こういったつな
がりが出来ているところが中心となる。ものづくり
百景のパネルの件については、今後の参考にさ
せていただく。

まずは広く知ってもらうことから始めている。今年
も同じやり方で実施するかについては、今後検討
したい。よく知ってもらうということであれば、大阪
テクノマスターという制度がある。そこに選ばれた
方はものづくりのマスター、プロということで表彰
されている。また、一番大事なのは、これからの
子どもたちにものづくりの楽しさや良さを知って頂
くことだと思っている。
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服部委員

工業統計調査を実施しているなかで、去年
は１件、今年では３件が廃業であった。西生
野の管内で３０件ほど回っているだけでも３
件が廃業しており、起業の話は聞かない状
況である。

―

川上委員

ものづくり企業の廃業を少しでも防ぐために
何かいい手立てはないか。区民に知らせる
ことも大事。廃業を少しでもなくしていくため
には、一覧表などを作成し、ＰＲを行っていか
ないと後継者はいなくなっていく。今のうちに
どんどんＰＲをしていかないといけない。これ
から何度も取組をしていかないと、結果は難
しいのでは。

―

和田委員

最近、外国人が非常に多く住んでいる。災害
が発生した場合、それらの外国人に対して、
どのように対応すればよいか。また、夜に騒
いでトラブルにもなっているが、言葉がしゃべ
れないため静観している。今後、人数が増え
て、もっと大きな問題になったら大変である。
これからの方針を聞きたい。

昨年１０月からやさしい日本語の取り組みを始め
ている。ステッカーは日本語だけではなく、英語、
中国語、韓国語、ベトナム語に翻訳しており、やさ
しい日本語の缶バッジも２種類作成している。ま
た、日生日本語学園と包括協定を結んでおり、や
さしい日本語や多言語化にも取り組んでいる。今
後、日生日本語学園に協力いただき、いろんなイ
ベントでやさしい日本語を体験できるコーナーを
作るなどの機会を増やすなど、講習会を開催して
いきたいと考えている。また、「ボイストラ」というス
マホの翻訳アプリも役立つ。災害時のやさしい日
本語でのツイッターやフェイスブックでの発信も
行っている。

山本委員

外国人に対し、一人でも優しい言葉をかけて
いくことが大事である。コンビニに行くとほと
んどの店員が外国人である。どこから来たの
かなどの日常会話をしている。そういった会
話が広がれば、相手と通じ合うことができる
と思う。一度みなさん試してみてほしい。
確かに、そういった問題があるのも事実であ
るが、現実に今外国人が住んでいるのも事
実であり、やはり互いに仲良くしていくしか道
はないと思う。この4月から外国人労働者も
沢山入国してくるので、時間はかかるが、
我々も意見を出し合って、ひとつひとつ積み
重ねていくしかないと思う。

―

川上委員

日生日本語学園から同学園の生徒に対し
て、入居する際に生活マナーを書いたものを
渡してもらっている。以前は夜中に騒いでい
たが、今は夜も静かである。やはりこちらか
ら働きかけをしてあげないと相手はわからな
い。

―
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服部委員

昔から外国人の近隣迷惑でいい思いをして
いないことも多いため、警察に対処しても
らったこともあり、どこか拒絶反応がある。そ
ういったネガティブイメージもあるのも現実と
してある。

―

亀田委員

中川地域では、災害対策用に「イージートー
ク」という翻訳機を2台購入した。WifiやSIM
カードでのネット通信環境が必要。海外でテ
ストしたが、きちんと使えた。防災や犯罪、病
気など不慮の際に困った場合やイベントにも
利用できる。

―

川上委員

ある地主の方が近くにいるが、空き家を放置
しているため、今ではごみの山になってお
り、うち電化製品が半分くらい山積みになっ
ていた。今はネットで覆っている。地主がいる
限り法的には何もできない状態とのことであ
る。また以前よりもひどくなっているため、防
犯カメラを設置してもらったが、放火が心配
である。行政代執行ができる方法はないの
か。

大きな課題として認識している。特定空き家にお
いて、危険な空き家に対しては指導を行い、場合
によっては行政代執行を行っているが、要件につ
いて、明確な基準が大阪市ではないため、庁内
の関係局が集まって基準づくりの検討を進めてい
る。また報告できる段階になれば報告させていた
だく。

亀田委員

以前にごみ屋敷で行政代執行を行っていた
が、そちらの扱いでの対応はできないもの
か。空き家の問題はいろんな問題が複層し
ている。コミュニティとともに解決していかなく
てはオーナーが高齢化して、空き家の売買
手続きも面倒となるなど、非常に解決が難し
い。

ごみ屋敷というのは、基本、人が住んでいること
が前提である。また大阪市でごみ屋敷条例があ
るが、これまでに適用されたのは１件のみであ
る。自分のごみではないので、処理できないな
ど、さまざまな点を考慮して一定の指導基準を検
討していきたいと考えている。

伊藤委員

資料にもあるように、毎月19日に「空き家カ
フェ」が民間主体で開催されており、そちらに
も参加しているが、5月29日には、その一環
で、実際に空き家の活用事例を見学すると
いうまち歩きを行った。やはり現場に出向く
のは実感もあり、興味深そうに参加されてい
た。もし空き家のオーナーさんで、活用を相
談したいとか、興味ある方にご覧いただきた
いと思われている方がいれば、ご紹介いた
だきたい。また、こういった、空き家の面白さ
や、ものづくりの魅力、まちの雰囲気を一体
に体験できる機会もあってもよい。空き家の
問題解決は、複雑で、ケースバイケースでの
対応となるが、根気強く進めていくしかない。

―

山本委員

空き家問題も自然淘汰的なところもあり、区
内でも新築に建て替わっているところもあ
る。売れているということは、若い世代が入っ
てきていると思う。

―
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和田委員
「広報いくの」の全戸配布は、新聞をとってい
ない家には非常にありがたい。

―

山本委員
「生野の魅力」の発掘・浸透のプレスリリース
だが、どのような内容をプレスリリースしてい
るのか教えてほしい。

やさしい日本語を始める時や昨年１２月に行った
外国人との交流イベントのこと、子育て（いくのっ
こ広場）関係、昨年６月に行った第１回生野ラグ
ビーフェスティバル等などである。


